
案１案１ 偽装発覚前の検討方針による対応

別紙３

案１．案１．偽装発覚前の検討方針による対応
古紙パルプ利用を引き続き推進しつつ、環境に配慮されたパ
ルプを推進ルプを推進

古紙パルプ利用の拡大の明確化



各製紙メーカーに求める事項各製紙メーカーに求める事項
各製紙メーカーが62%の目標
達成のために必要となる用紙達成のために必要となる用紙
の種類別の古紙利用率の実績
を明確に示し、目標達成のた
めの方針や技術開発の努力が
適切に示されることが必須適切に示されることが必須

例
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古紙利用率目標を達成するため
各製紙メーカーの古紙利用実績
を明確に示すことが前提 0

印刷用紙 PPC用紙

を明確に示す とが前提



案２案２ 裾切り方式を活用した入札制限の設定案２．案２．裾切り方式を活用した入札制限の設定

古紙パルプ配合率○％、白色度○％程度以下、坪量○g/
㎡以下（カラ ピ 印刷除く） 塗 量○ ㎡以下㎡以下（カラーコピー・印刷除く）、塗工量○g/㎡以下
を基準レベルに想定

ただし 持続可能な森林経営の観点から環境に配慮され→ただし、持続可能な森林経営の観点から環境に配慮され
たパルプ（森林認証、間伐材）を配合している場合に
は、当該配合率を評価して加点することが可能は、当該配合率を評価して加点することが可能

古紙パルプ配合率、白色度、坪量＋環境に配慮されたパル
プ（森林認証、間伐材）配合率に相応の評価点を付与（森林認証、間伐材）配合率 相応 評価点を付与

→各評価項目に係る項目間ウェイトや配点は今後詳細を検
討

例えば○点以上を合格とする裾切り方式の導入



配点例（配点については別途詳細に検討）配点例（配点については別途詳細に検討）

古古 紙紙

配合率 配点

100％ ○
評価項目例

古古 紙紙
パルプパルプ
配合率配合率

100％ ○

90％ ○

80％ ○

70％ ○

【【古紙パルプ配合率古紙パルプ配合率】】
→→森林保全森林保全

【【白色度白色度】】

白色度白色度

白色度 配点

60％ ○

65％ ○

【【白色度白色度】】

→→製造工程における環製造工程における環
境負荷の低減境負荷の低減

70％ ○

坪量 配点

60g/m2以下 ○

【【坪量坪量】】

→→パルプ使用量削減にパルプ使用量削減に
よる製造工程におよる製造工程にお

坪坪 量量 62g/m2以下 ○

64g/m2以下 ○

66g/m2以下 ○

よる製造工程におよる製造工程にお
ける環境負荷低減ける環境負荷低減

【【森林認証・間伐材森林認証・間伐材】】
→→森林吸収源の確保森林吸収源の確保

森林認証森林認証
及び及び

間伐材間伐材
（加点）（加点）

配合率 加点

30％ ○

20％ ○

→→森林吸収源の確保森林吸収源の確保

（加点）（加点） 10％ ○



案３案３ 資源利用に関する総合評価指標の導入案３．案３．資源利用に関する総合評価指標の導入

【判断の基準】【判断の基準】
総合評価指標≧○（例）
総合評価指標＝ｆ（古紙の利用状況，白色度の状況，坪量の程度，合 価 標 （ 紙 用状況， 度 状況， 度，

森林認証パルプ（間伐材含む）の利用状況）

指標項目の評価ウェイトの例（要検討）指標項目の評価ウェイトの例（要検討）

古紙の利用：白色度：坪量：森林認証・間伐材の利用＝○：○：○：○程度古紙の利用：白色度：坪量：森林認証・間伐材の利用＝○：○：○：○程度

古紙の利用古紙の利用 森林保全森林保全古紙の利用古紙の利用 →→ 森林保全森林保全
白色度白色度 →→ 製造工程の環境負荷低減製造工程の環境負荷低減
坪量坪量 →→ パルプ削減による製造工程の環境負荷低減パルプ削減による製造工程の環境負荷低減

森林認証 間伐材の利用森林認証 間伐材の利用 森林吸収源の確保森林吸収源の確保森林認証・間伐材の利用森林認証・間伐材の利用 →→ 森林吸収源の確保森林吸収源の確保


